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～
三
年
目
を
迎
え
た

�

「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
在
っ
て
～

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

�

会
　
長
　
佐
　
藤
　
俊
市
郞

会
長
あ
い
さ
つ

　

新
緑
の
候
、
未
だ
収
束
の
見

通
し
の
立
た
な
い
状
況
で
三
年

目
を
迎
え
る
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に

在
り
ま
す
が
、
令
和
四
年
度
本

会
会
員
二
千
七
百
余
名
の
皆
さ

ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元

気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
感
染
」
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
年
の
三
月
末

ま
で
に
幾
分
収
束
の
様
相
を
見

せ
て
い
た
の
で
す
が
、
四
月
に

入
り
全
国
的
に
増
加
傾
向
を
示

し
て
き
て
お
り
、
本
県
に
お
い

て
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
こ
の
四
月
二
十
七
日
水

曜
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

令
和
四
年
度
評
議
員
会
を
「
書

面
決
裁
」
に
て
決
議
い
た
だ

き
、
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校

長
会
と
し
て
今
年
度
の
活
動
を

進
め
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
ご
了
承
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
今
年
度
の
本

会
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

な
お
、
県
内
十
六
支
部
か
ら

は
、
総
会
・
役
員
会
を
中
止
す

る
支
部
も
あ
り
な
が
ら
、
様
々

な
手
立
て
を
講
じ
て
各
支
部
の

活
動
を
開
始
し
て
い
る
と
の
報

告
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
主
な

活
動
計
画
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
第
五
十
七
回
郡
山
大
会
に
つ

い
て
は
、
昨
年
六
月
に
「
松

風
百
八
十
号
」
に
て
お
伝
え

し
た
と
お
り
、
今
年
度
は
開

催
を
一
年
延
期
し
、
令
和
五

年
度
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
今
年
度
は
開
催

地
郡
山
支
部
に
て
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
組
織
づ
く

り
等
を
準
備
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

②
県
及
び
五
十
九
市
町
村
の
教

育
長
等
へ
の
要
望
活
動
に
つ

い
て
は
、
例
年
通
り
県
小
・

中
学
校
長
会
及
び
高
等
学
校

長
協
会
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

経
て
、
そ
の
内
容
を
加
味
し

た
要
望
書
を
基
に
県
事
務
局

及
び
各
支
部
に
て
そ
れ
ぞ
れ

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

③
県
事
務
局
内
に
本
会
の

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
立
ち

上
げ
、
様
式
を
整
え
る
と
と

も
に
、
様
々
な
内
容
を
時
宜

を
失
う
こ
と
無
く
、
全
会
員

に
お
届
け
で
き
る
情
報
環
境

を
整
え
る
予
定
で
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
是
非
各
支
部
そ

れ
ぞ
れ
に
お
い
て
は
、「
支

部
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
員
」
の

設
置
に
つ
い
て
配
慮
を
願
い

ま
す
。
な
お
、
山
形
や
埼
玉

等
の
県
で
は
昨
年
度
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

活
用
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
別
に
連

絡
・
報
告
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
全
国
連
合

退
職
校
長
会
に
お
い
て
、
全
国

四
十
七
都
道
府
県
に
対
し
て
、

「
退
職
校
長
会
の
存
在
意
義
と

活
動
」
に
つ
い
て
調
査
し
、
ま

と
め
た
も
の
が
届
き
ま
し
た
。

　

一
部
紹
介
し
ま
す
と
、

《
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
》

　

意
欲
と
情
熱
を
持
っ
た
優
秀

な
教
員
を
得
る
た
め
の
人
材
確

保
法
の
堅
持
と
と
も
に
、
校
長

等
管
理
職
及
び
教
員
の
服
務
の

特
殊
性
に
見
合
っ
た
処
遇
改
善

を
図
る
た
め
、

《
全
連
退
の
活
動
》

　

文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働

省
、
総
務
省
及
び
国
会
議
員
へ

の
教
育
振
興
や
福
祉
に
関
す
る

要
望
活
動
や
提
言
を
積
極
的
に

進
め
る

と
い
う
事
項
に
つ
い
て
は
、
約

八
十
％
の
都
道
府
県
が
一
位
に

選
択
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、「
コ
ロ
ナ
禍
」

に
在
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
い

今
（
現
在
）、
県
内
小
・
中
、

学
校
、
高
等
学
校
・
特
別
支
援

学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
た
ち
は
、
有
為
な
校
長
や

教
員
等
の
指
導
の
下
、
様
々
な

制
約
の
中
で
我
慢
し
な
が
ら
活

動
し
、「
一
日
で
も
早
く
存
分
に

学
び
合
い
、
活
動
し
合
う
」
こ

と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
改
め
て
、
本
会
存
立
の

意
義
や
働
き
に
つ
い
て
、
一
人

ひ
と
り
自
覚
す
る
と
と
も
に
、

微
力
な
が
ら
そ
の
働
き
を
機
能

さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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令
和
四
年
度  

評
議
員
会
報
告

第
五
十
七
回
県
大
会
郡
山
大
会
は
令
和
五
年
度
開
催
予
定

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
予
定

令
和
四
年
度
評
議
員
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
書
面
決
裁

　

令
和
四
年
四
月
二
十
七
日

（
水
）、
福
島
市
吾
妻
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
予
定
の
評
議
員
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
十
六
支
部
長

宛
に
評
議
員
会
要
項
等
を
送

り
、
書
面
決
裁
を
行
っ
た
。

一
　
会
長
あ
い
さ
つ

二
　
報
告

○
今
年
度
新
入
会
員
入
会
勧
誘

予
定
者
数
に
つ
い
て

・
小
学
校
六
十
七
名
・
中
学
校

三
十
四
名
・
高
等
学
校
十
七

名
・
特
別
支
援
学
校
三
名
、

計
百
二
十
一
名
（
前
年
度
比

二
十
名
減
）

○
理
事
会
報
告
に
つ
い
て

○
慶
弔
関
係
に
つ
い
て

・
令
和
三
年
度
物
故
会
員
百
六

名
（
前
年
度
比
四
名
増
）

・
令
和
三
年
高
齢
者
叙
勲
四
十

八
名
（
前
年
比
三
名
減
）

○
令
和
三
年
度
ぬ
く
も
り
基
金

決
算
報
告
に
つ
い
て

　
（
本
頁
下
欄
の
通
り
）

○
新
入
会
員
の
勧
誘
並
び
に
事

務
手
続
き
の
確
認
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
つ
い
て

三
　
協
議

　

い
づ
れ
も
書
面
決
裁
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
、
承
認
さ
れ
た
。

○
令
和
三
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

○
令
和
三
年
度
会
計
決
算
報
告

に
つ
い
て
（
決
算
は
本
頁
左

の
通
り
）

○
令
和
四
年
度
活
動
の
重
点
目

標
（
案
）、
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

　
（
重
点
目
標
は
三
頁
参
照
）

○
令
和
四
年
度
予
算
編
成
の
方

針
（
案
）、
予
算
（
案
）
に

つ
い
て

　
（
予
算
は
本
頁
左
の
通
り
）

○
ぬ
く
も
り
基
金
の
活
用

（
案
）
に
つ
い
て

○
第
五
十
七
回
郡
山
大
会
大
会

宣
言
（
案
）
に
つ
い
て

・
県
大
会
及
び
体
験
発
表
支
部

・
今
年
度
は
実
行
委
員
会
の
立

ち
上
げ
、
組
織
づ
く
り
等
の

準
備

○
令
和
四
年
度
要
望
活
動
の
方

針
（
案
）
に
つ
い
て

○
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

（
案
）
に
つ
い
て

・
デ
ジ
タ
ル
化
ビ
ジ
ョ
ン

　
（
四
頁
参
照
）

○
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て

○
役
員
改
選

　
（
新
役
員
等
に
つ
い
て
は
三

頁
下
、
四
頁
上
参
照
）

四
　
事
務
連
絡

○
令
和
四
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
会
員
名
簿
、
令

和
四
年
高
齢
者
叙
勲
該
当
者

名
簿
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度
「
支
部
事
務
の

手
引
き
」
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
者
調
査
に
つ
い

て

令和３年度会計決算報告
収入総額……………………………� 4,774,370円
　内訳・会　費	 3,７０９,２００円
　　　・雑収入	 ８０,０１４円
　　　・繰越金	 ９８5,１5６円
支出総額……………………………� 4,208,367円
　内訳・会議費	 ４１４,０２２円
　　　・事務費	 ４5６,3４０円
　　　・事業費	 １,４４８,２35円
　　　・会費・負担金	 １,００5,４４０円
　　　・積立金	 ８８０,０００円
　　　・予備費	 ４,33０円
差引残額………………………………� 566,003円
※差引残額は次年度への繰越金とする。

令和４年度会計予算書
収入総額……………………………� 4,366,003円
　内訳・会　費	 3,７２０,０００円
　　　・雑収入	 ８０,０００円
　　　・繰越金	 5６６,００3円
支出総額……………………………� 4,366,003円
　内訳・会議費	 ６１６,０００円
　　　・事務費	 ４７5,０００円
　　　・事業費	 １,４７６,０００円
　　　・会費・負担金	 １,０２１,5００円
　　　・積立金	 ２８０,０００円
　　　・予備費	 ４９７,5０3円
差引残額………………………………………� 0円

令和３年度ぬくもり基金決算報告
収入総額……………………………� 910,903円
　内訳・繰越金	 ９１０,８９5円
　　　・利　子	 ８円
支出総額……………………………………� 0円

差引残額……………………………� 910,903円
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教
員
に
な
り
十
数
年
過
ぎ

た
頃
で
し
た
。
子
ど
も
達
の

意
識
を
多
面
的
に
数
値
に
置

き
換
え
て
意
識
の
変
化
を
見

よ
う
と
取
り
組
む
先
輩
が
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

を
授
業
評
価
に
繋
げ
る
試
み

で
し
た
。
と
て
も
興
味
を
持

た
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
今

に
し
て
思
う
と
私
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
の
出
会
い
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
私
も
参
考

に
し
て
何
度
か
試
み
ま
し
た

が
、
難
し

く
長
続
き

し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

意
識
を

数
値
化
し

評
価
す
る

こ
と
は
、
今
一
般
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
世
の
先
端
を

進
ん
で
お
ら
れ
た
の
だ
な
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
私
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
ワ
ー
プ
ロ
止
ま
り
で

し
た
。
美
文
字
と
は
無
縁
で

し
た
の
で
勝
手
に
活
字
に
変

え
印
字
し
て
く
れ
る
ワ
ー
プ

ロ
登
場
は
、
ワ
ー
プ
ロ
様
々

に
思
え
ま
し
た
。
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
登
場
で
パ
ソ
コ
ン
時
代

到
来
も
私
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
ワ
ー
プ
ロ
止
ま
り
で
す
。

　

私
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
広
が
っ

た
の
は
、
定
年
退
職
後
で
す
。

地
域
の
人
と
広
報
誌
の
原
稿
の

や
り
取
り
を
す
る
中
で
エ
ク
セ

ル
や
ワ
ー
ド
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
の

知
識
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
進
ん
だ
の
は
つ
い
最
近

で
す
。
地
区
自
治
振
興
協
議
会

の
仕
事
を
高
齢
と
持
病
悪
化
を

理
由
に
辞
め
た
方
か
ら
引
受
け

手
伝
い
始
め
て
か
ら
で
す
。
引

継
ぎ
は
、
一
本
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
と
若
干
の
資
料
だ
け
で
し

た
。
か
つ
て
現
職
や
退
職
校
長

会
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
の
に
前

任
者
か
ら
段
ボ
ー
ル
箱
入
り
の

沢
山
の
資
料
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
今
回
は
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

一
本
と
領
収
書
綴
、
若
干
の
用

紙
等
だ
け
で
し
た
。
し
か
も
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
に
は
エ
ク
セ
ル

で
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
会
計
資

料
等
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。デ
ー

タ
を
入
力
す
る
と
一
瞬
に
全
て

を
処
理
し
て
く
れ
ま
す
。

　

国
は
、
ご
存
じ
の
通
り

様
々
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
学
校

教
育
の
中
に
も
浸
透
し
て
き

て
い
ま
す
。
子
ど
も
一
人
一

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
つ

時
代
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
登
場
は
、
様
々
な

面
に
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を
拡

大
さ
せ
て
い
ま
す
。
好
む
と

好
ま
ざ
る
と
世
の
中
の
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
の
影
響
を
受
け

ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
い
ま

す
。
な
ら
ば
メ

リ
ッ
ト
と
し
て

取
り
込
み
、
私

の
デ
ジ
タ
ル
化

も
一
歩
進
め
ら

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校

長
会
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
ー
タ
保
管
が
段
ボ
ー
ル
箱

か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
に
な

り
、
効
率
よ
く
仕
事
の
省
力

化
が
で
き
る
。
情
報
共
有
も

容
易
に
で
き
る
。
そ
ん
な
メ

リ
ッ
ト
を
取
り
込
み
な
が
ら

更
に
多
く
の
支
部
で
デ
ジ
タ

ル
化
が
推
進
拡
大
さ
れ
た
ら

良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

論 壇論 壇

副
会
長
　
飯
　
沼
　
信
　
一

『
私
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
』

よ
う
、
被
災
・
避
難
さ
れ
た

支
部
・
会
員
へ
の
支
援
活
動

を
継
続
し
、
東
日
本
大
震
災

及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
の
被
災
体

験
を
風
化
さ
せ
な
い
活
動
を

推
進
す
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
新
し
い
生

活
様
式
を
取
り
入
れ
た
本
会

運
営
を
徹
底
す
る
。

〈
新
副
会
長
紹
介
〉

　

県
中
南
選
出
の
萩
原
照
夫
副

会
長
と
浜
選
出
の
増
井
健
二
副

会
長
が
退
任
さ
れ
、
新
し
く
次

の
二
人
が
、
副
会
長
に
選
出
さ

れ
た
。

令
和
四
年
度

�

重
点
目
標

　

次
の
四
項
目
が
本
年
度
の
重

点
目
標
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

○
本
会
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
た
活
動
を
強
化
す

る
。

・
本
会
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
具

現
・
会
員
の
高
齢
化
と
会
員
減
少

へ
の
対
応

・
県
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
層

の
推
進

・
第
七
次
福
島
県
総
合
教
育
計

画
等
に
基
づ
く
学
校
、
現
役

校
長
及
び
教
育
委
員
会
等
へ

の
支
援

・
社
会
貢
献
活
動
等
の
奨
励
と

機
会
の
拡
充

・
教
員
の
魅
力
発
信

○
県
小
・
中
校
長
会
及
び
高
等

学
校
長
協
会
、
県
教
育
員
会

か
ら
の
要
望
な
ど
に
応
え
る

と
と
も
に
、
支
部
間
の
連
絡

調
整
を
強
化
し
、
学
校
支
援

事
業
、
地
域
学
校
協
働
活
動

な
ど
の
教
育
振
興
の
た
め
社

会
貢
献
活
動
等
の
充
実
と
拡

大
を
図
る
。

○
「
双
葉
の
灯
を
消
さ
な
い
」

栗林正樹�副会長
（県中南）

沢　宏一�副会長
（浜）



令和４年６月27日 松　　風（ＳＹＯ
＿

ＨＵ
＿

） 第184号（4）

令和４年度　福島県公立学校退職校長会役員名簿 （令和４年４月27日現在）
（敬称略）

顧　　　問
　佐藤　昌志 　車田　喜宏 　小野　孝雄
　室井　君男

会　　　長 　佐藤俊市郞

副　会　長
　伊藤　末吉 ・栗林　正樹 　星　　憲隆
・沢　　宏一 　飯沼　信一

監　　　事 　根本　保男 　小林　宗一 　鈴木　恵一

評　議　員

　（福　　島） ・鈴木　昭雄 　持地　隆一
　（伊　　達） 　古宮　睦男 　蓬田　吉穂
　（安　　達） 　伊藤　末吉 　髙島　徹也
　（郡　　山） 　遠藤　育夫 　工藤　　博
　（岩　　瀬） 　鈴木　和一 ・渡邉　真二
　（石　　川） 　西牧　庸一 　矢吹　伸一
　（田　　村） 　根本　保男 　佐久間光春
　（西 白 河） 　栗林　正樹 　大戸　祐一
　（東 白 川） ・下重　康仁 　佐川　幸信
　（北 会 津） 　星　　憲隆 　菊池　芳次
　（耶　　麻） 　齋藤　文泰 　菅井　一良

評　議　員

　（両　　沼） 　鶴見　常夫 　佐藤　　玄
　（南 会 津） 　小林　宗一 　川島　敬章
　（相　　馬） 　山下　富夫 　菊地　義広
　（双　　葉） 　鈴木　恵一 　星　　秀美
　（い わ き） ・沢　　宏一 ・村田　　哲

理 　 　 事

　峯島　和彦 　浅野テル子 　安田喜市郎
　宮前　　貢 　野崎　修司 　勝見　五月
　佐藤　忠夫 　渡辺　勝則 　大和田　修
　長岐　　博 　原　　美子 　原瀬久美子
　小檜山宗浩 　吉田　　務

常 任 理 事
（事務局）

　（事務局長） 　福士　寛樹
　（総　　務） 　坂爪　靖夫 　川﨑　康宏

　鈴木　　博 　井関　和明
　（会　　計） 　吉岡　映子 　小柴　治紀
　（調　　査） 　小松　　隆 　橘内　　薫
　（広　　報） 　二瓶　洋允 　佐藤　洋一

・印は新任

　

令
和
四
年
三
月
九
日（
水
）、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
対
策
を
徹

底
し
、
理
事
会
が
福
島
市
吾
妻

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

◇
報
告
事
項

・
令
和
三
年
度
新
入
会
員
数
及

び
会
員
数
、
令
和
三
年
度
ぬ

く
も
り
基
金
決
算
報
告
、
慶

弔
関
係
、
新
入
会
員
の
勧
誘

並
び
に
事
務
手
続
き
の
確

認
、
他

◇
協
議
事
項

・
令
和
三
年
度
事
業
報
告
、
令

和
三
年
度
会
計
決
算
中
間
報

告
、
令
和
三
年
度
本
会
計
各

支
部
へ
の
還
元
金
、
令
和
四

年
度
本
会
活
動
の
重
点
目
標

案
、
令
和
四
年
度
事
業
計
画

案
、
令
和
四
年
度
予
算
編
成

の
方
針
案
、
令
和
四
年
度
会

計
予
算
案
、
令
和
四
年
度
要

望
活
動
案
、
県
退
職
校
長
会

運
営
ビ
ジ
ョ
ン
案
、
県
退
職

校
長
会
デ
ジ
タ
ル
化
ビ
ジ
ョ

ン
案
、
県
退
職
校
長
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
開
設
案
、
ぬ
く
も

り
基
金
活
用
案
、
社
会
貢
献

活
動
、
令
和
四
年
度
教
育
懇

談
会
開
催
要
項
案
、
第
五
十

七
回
郡
山
大
会
大
会
宣
言

案
、
他

◇
連
絡
事
項

　

令
和
四
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
会
員
名
簿
、
令
和

四
年
高
齢
者
叙
勲
該
当
会
員
名

簿
、
他

　

一
部
検
討
を
要
す
る
も
、
各

議
題
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

令
和
三
年
度
　理
事
会
報
告

令和４年度　デジタル化ビジョン

各支部
デジタル化
推進員任命

アドレス集約
メール送受信
LINE活用

各種データ
入り媒体の
配付

ホームページの開設
専用パソコン／WiFiルーター等事務局設置
プロバイダ・セキュリティソフト契約
HP管理費・メンテナンス費確保

リンク先検討

各種データのダウンロード・文書送付
会議案内・報告物提出・様式集・各種報告・情報提供

県事務局及び各支部のデジタル化の推進
モバイルメッセンジャー LINE の活用

経費削減
事務の効率化

全連退・東北連退との連携
情報の共有化
効果的な広報

役員・理事・評議員・16支部とのタイムリーな連絡体制の構築
学校・地教委・教育事務所・県教委・教育施設・地域社会との連携


